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甲斐大策

ペシャワール会は198~9 月、中村医師のバキスタンでの医療活動を支援する目的で結成されました。

彼の活動を支援するとともに、アジアの人々についての理解を深めていきたいと願っています。
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慰めと希望を共に分かつ事業を
新病院は来春開院式

人々を慰めるのは、決して事業規模の大きさや巧みな議論
ではない。……十1i年を経て問題の核心に触れた現地活動は、
今後も変わらず8本の良心をいかんなく発揮するだろう。そ
して偏狭な人間の思いや、民族や国家や宗教の壁を超え、人
間と人圃とを繋ぐ絆であり続けるだろう。

JAMS（日本一アフガン医療サービス）顧問医師

PLS（ペシャワール・レプロシー・サービス）院長

た
い
何
で
あ
っ
た
の
か
、
廃
墟
か
ら
問
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

私
た
ち
の
対
峙
す
る
問
題
は
余
り
に
圧
倒
的
で
あ
る
。

こ
の
中
で
、
私
た
ち
の
活
動
に
な
に
が
し
か
の
意
味
が

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
戦
乱
と
病
で
疲
れ
た
人
々
に
慰
め
を

与
え
、
目
ま
ぐ
る
し
く
出
入
り
す
る
外
国
団
体
を
よ
そ
に
、

ひ
と
つ
の
希
望
を
灯
し
続
け
て
来
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

に
よ
っ
て
私
た
ち
自
身
も
目
を
開
か
れ
、
心
豊
か
に
な
っ

た
と
言
え
る
。

人
々
を
慰
め
る
の
は
、
決
し
て
事
業
規
模
の
大
き
さ
や

巧
み
な
議
論
で
は
な
い
。
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
海
外
救
援
団

体
が
莫
大
な
浪
費
の
末
、
現
地
で
失
態
を
繰
り
返
す
の
は
、

そ
こ
に
大
切
な
精
神
が
欠
落
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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6年
麿
を
振
り
返
っ
て

一

一
九
九
七
年
度
を
以
て
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
は
十

五
年
目
に
入
る
。
十
五
年
と
い
う
年
月
は
長
い
よ
う
で
短

い
。
今
や
最
大
の
課
題
は
次
の
三
十
年
間
の
活
動
の
準
備

と
な
っ
た
。
時
期
を
合
わ
せ
た
よ
う
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
安
定
の
兆
し
が
現
れ
、
か
つ
ら
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画

の
大
混
乱
に
よ
っ
て
、
事
態
は
過
去
の
ど
の
時
期
よ
り
も

流
動
的
と
な
っ
た
。
現
地
で
は
不
安
と
希
望
が
交
叉
し
て

い
る
。私
た
ち
の
活
動
形
態
も
、
新
情
勢
の
中
で
大
き
な
変
化

を
余
俄
な
く
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
に
お
い

て
、
初
心
は
い
さ
さ
か
も
変
化
な
く
貫
か
れ
て
い
る
。
ソ

連
崩
壊
以
後
、
世
界
情
勢
激
変
の
余
波
を
直
接
こ
う
む
り

な
が
ら
、
私
た
ち
は
幾
多
の
権
威
が
音
を
立
て
て
崩
壊
す

る
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
。

一
見
、
複
雑
怪
奇

な
情
勢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
過
去
の
経
験
の
語
る
と
こ
ろ

は
明
快
で
あ
る
。
虚
構
は

一
時
は
人
を
欺
き
得
て
も
必
ず

滅
び
去
り
、
真
実
は
不
動
だ
と
い
う
単
純
な
歴
史
的
鉄
則

で
あ
る
。

現
実
を
見
れ
ば
、
本
質
的
な
事
態
は
十
五
年
前
と
殆
ど

何
も
変
化
し
て
い
な
い
。
社
会
的
な
弱
者
は
圧
迫
さ
れ
、

貧
困
層
は
更
に
貧
困
で
あ
る
。
ハ
ン
セ
ン
病
（
ら
い
）
も

減
少
す
る
気
配
が
な
い
。
不
毛
な
民
族
主
義
と
宗
教
主
義

が
狂
気
と
対
立
を
あ
お
り
、
傲
岸
な
「
民
主
化
」
と
近
代

化
が
武
器
と
金
に
よ
っ
て
幅
を
き
か
せ
る
と
い
う
構
図
は

変
わ
ら
な
い
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
内
戦
は
タ
リ
バ
ン
政

権
の
出
現
で
―
つ
の
結
論
を
出
し
た
。
二
十
年
に
及
ぶ
内

乱
、
六
百
万
の
難
民
、
二
百
万
人
の
犠
牲
の
意
味
は
い
っ

新病院の鍬入れ式を行う中村医師
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-・ 
新病院の建設工事風景

「
タ
リ
バ
ン
（
神
学
生
）
勢
力
」
の
支
配

一
九
七
八
年
以
来
長
く
内
戦
の
続
く
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

で
は
、
「
統

一
」
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
い
る
。
イ
ス
ラ

ム
復
古
主
義
の
新
勢
力
、
タ
リ
バ
ン
（
神
学
生
）
が
、
わ

ず
か
二
年
で
全
土
の
三
分
の
二
を
支
配
下
に
収
め
、
九
月

に
は
首
都
カ
プ
ー
ル
を
占
領
し
て
旧
勢
力
を
一
掃
し
た
。

旧
政
権
さ
え
躊
躇
し
て
い
た
ナ
ジ
ブ
ラ
元
大
統
領

（旧
共

産
主
義
政
権
）
の
処
刑
を
断
行
、
三
日
間
市
中
に
吊
る
し

て
厳
し
い
イ
ス
ラ
ム
法
に
よ
る
統
治
方
針
を
徹
底
、
全
世

＠
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境
州
・

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
情
勢

五
年
を
経
て
問
題
の
核
心
に
触
れ
た
現
地
活
動
は
、
今
後

も
変
わ
ら
ず
日
本
の
良
心
を
い
か
ん
な
く
発
揮
す
る
だ
ろ

う
。
そ
し
て
偏
狭
な
人
間
の
思
い
や
、
民
族
や
国
家
や
宗

教
の
壁
を
超
え
、
人
間
と
人
間
と
を
繋
ぐ
絆
で
あ
り
続
け

る
だ
ろ
う
。

誰
で
も
い
つ
か
世
界
か
ら
去
る
日
が
く
る
。
そ
の
時
、

現
地
事
業
の
軌
跡
が
人
々
を
励
ま
し
、
少
し
で
も
慰
め
と

希
望
を
分
か
つ
こ
と
に
与
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
優

る
も
の
は
な
い
と
信
じ
て
い
る
。

一
九
九
七
年
度
も
力
を
尽
く
し
て
共
に
問
題
に
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
。
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私
た
ち
の
事
業
も
、
こ
れ
を
取
り
巻
く
現
地
情
勢
も
、

例
年
以
上
に
激
し
い
変
化
の

一
年
と
な
っ
た
。
政
治
的
に

は
タ
リ
バ
ン
勢
力
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
統
一
が
進
め

ら
れ
て
、
カ
プ
ー
ル
中
産
階
級
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
避
難
が

大
羅
に
発
生
し
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
ベ
ナ
ジ
ー
ル
・
プ

ッ
ト
ー
の
人
民
党
に
代
わ
っ
て
ナ
ワ
ー
ズ
政
権
が
登
場
、

大
幅
な
政
治
経
済
改
革
が
行
わ
れ
た
。

ら
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
も
、
各
関
連
団
体
の
活
動
停

滞
で
大
混
乱
に
陥
っ
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
内
の
援
助

団
体
は
、
タ
リ
バ
ン
の
カ
ブ
ー
ル
占
領
に
よ
っ
て
一
時
的

に
全
て
姿
を
消
し
た
。

一
方
、
日
本
側
の
補
給
は
円
安
で

苦
し
い
状
態
が
続
い
て
い
る
が
、
活
動
そ
の
も
の
は
組
織

再
編
を
経
て
新
た
な
展
開
と
な
り
、
ぶ
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
」

の
存
在
は
い
よ
い
よ
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

界
を
裳
撼
さ
せ
た
。
イ
ラ
ン
で
さ
え
、
「
行
き
過
ぎ
」
を

避
難
し
た
が
、
治
安
の
回
復
は
、
戦
乱
に
疲
れ
た

一
般

大
衆
に
安
堵
を
も
た
ら
し
、
タ
リ
バ
ン
は
慨
ね
各
地
で

歓
迎
さ
れ
た
。

国
連
を
含
む
各
国

N
G
O
は

一
斉
に
カ
ブ
ー
ル
を
退

避
、
私
た
ち
J
A
M
S
（
日
本
ー
ア
フ
ガ
ン
医
療
サ
ー

ビ
ス
）
を
除
い
て
、
一
時
全
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
救

援
団
体
が
消
え
た
。
食
程
難
と
冬
の
到
来
で
カ
プ
ー
ル

は

一
時
危
機
的
な
状
態
に
陥
っ
た
。
こ
の
間
、
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル

J
A
M
S病
院
は
事
実
上
唯
一
活
動
す
る
医
療

救
援
団
体
と
し
て
、
カ
プ
ー
ル
か
ら
の
避
難
民
十
万
の

大
き
な
拠
り
所
と
な
っ
た
。

カ
ブ
ー
ル
を
追
わ
れ
た
ラ
バ
ニ
1
1

マ
ス
ー
ド
派
や
、

北
部
の
ド
ス
タ
ム
派
は
抵
抗
を
続
け
て
い
た
。
タ
リ
バ

ン
の
主
力
が
多
数
派
の
パ
シ
ュ
ト
ウ
ン
民
族
で
、
抵
抗

す
る
の
は
何
れ
も
ペ
ル
シ
ャ
語
を
話
す
比
較
的
少
数
派

の
民
族
で
あ
る
。
そ
の
対
立
の
根
は
深
く
、
事
態
が
「
第

二
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
」
に
発
展
す
る
こ
と
を
憂
慮
す

る
向
き
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
一
九
九
七
年
五
月
中
旬
、

北
部
へ
の
要
衝
を
抑
え
た
タ
リ
バ
ン
は
、
内
紛
に
乗
じ
、

五
月
二
四
日
一
挙
に
ド
ス
タ
ム
将
軍
派
の
拠
点
マ
ザ
ー

リ
シ
ャ
リ
フ
を
陥
落
さ
せ
た
。
し
か
し
六
月
三
日
に
は

ド
ス
タ
ム
派
の
マ
リ
ク
将
軍
の
反
穀
を
受
け
敗
走
。
マ

ス
ー
ド
派
が
こ
れ
に
呼
応
し
て
カ
ブ
ー
ル
北
部
で
激
し

い
戦
闘
が
散
発
し
て
い
る
。
タ
リ
バ
ン
政
権
に
よ
る
統

一
が
進
む
も
の
と
観
測
さ
れ
た
が
、
予
断
を
許
さ
な
い
。

カ
ブ
ー
ル
市
民
の
置
か
れ
た
生
活
は
な
お
劣
悪
で
、

殊
に
知
識
層
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
な
ど
、
国
外
で
待
機
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
復
興
は
ま
だ
先
の
話
で
あ
る
。
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バ
キ
ス
タ
ン
の
混
乱
と
現
地
組
織
再
編

パ
キ
ス
タ
ン
で
は
ブ
ッ
ト
ー
の
率
い
る

p
p
p
（
パ
キ

ス
タ
ン
人
民
党
）
が
汚
職
と
腐
敗
で
支
持
を
失
い
、
ブ
ッ

ト
ー
の
弟
は
暗
殺
さ
れ
た
。
ま
た
、
奨
大
な
負
債
を
疱
え

る
国
家
財
政
が
破
綻
、

I
M
F
も
借
款
を
拒
否
、
政
権
は

危
機
に
瀕
し
、
一
九
九
六
年
十
月
に
解
散
、
一
九
九
七
年

一
月
の
総
選
挙
で

P
M
L
（
パ
キ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
連

盟
）
の
ナ
ワ
ー
ズ
新
政
権
が
誕
生
し
た
。
新
政
権
は
宿
敵

イ
ン
ド
と
宥
和
政
策
を
進
め
、
経
済
立
て
直
し
を
図
り
、

国
家
全
体
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
安
定
が
一
時
的
に

見
ら
れ
て
い
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
安
定
は
、
パ
キ
ス

タ
ン
国
家
存
立
に
と
っ
て
も
必
須
条
件
で
あ
り
、
「
タ
リ

バ
ン
」
政
権
と
の
友
好
的
関
係
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
優
位
に
対
す
る
北
西
辺
境
州

の
警
戒
心
は
依
然
と
し
て
根
強
い
。
九
七
年
三
月
に
発
生

し
た
食
糧
暴
動
は
北
西
辺
境
州
全
土
を
覆
い
、
一
時
は
深

刻
な
事
態
と
な
っ
た
。
新
政
権
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
も
大

幅
な
人
事
更
迭
を
断
行
、
新
病
院
建
築
を
始
め
、
私
た
ち

の
P
L
S
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
ら
い
サ
ー
ビ
ス
）
に
も
少
な

か
ら
ぬ
影
響
が
出
た
。
さ
ら
に
、
「
難
民
送
還
」
を
国
策

と
し
て
打
ち
出
す
兆
し
が
あ
る
た
め
、
連
邦
政
府
登
録
の

難
民
救
援
団
体
で
あ
る
J
A
M
S
の
合
法
活
動
が
危
ぶ
ま

れ
た
。
そ
こ
で
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
自
ら
を
「
日
本
の
国

際
団
体
」
と
し
て
登
録
、
「
P
e
s
h
a
w
a
r
k
a
i
 (
J
A
P
A
N
)
 

R
e
l
i
e
f
 S
e
r
v
i
c
e
s
」

(
P
R
S
)
が
苦
心
の
末
誕
生
、

J
A

M
Sー
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
側
、

P
L
Sー
パ
キ
ス
タ
ン
側

を
活
動
体
と
し
て
直
接
傘
下
に
収
め
、
長
期
活
動
の
安
泰

を
図
っ
た
。

昨
年
以
来
の
円
の
急
落
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
か
ら
の
補

給
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
た
が
、
現
地
活
動
は
少
し
も
鈍
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ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

中
国

JAMS 

/しマ診叩Ji
● (1994} 

＾ 
JAMS 

ダラエ・ピーチ診療所

／ 
● (1992) 

/J‘^ 
JAMS 

ダラエ・ヌール診碩所

● (1991) 

パ
キ
ス
タ
ン
・
孟
境
州

＾
 

地
）
基
5

療

199

所療

珍
（

――-
R
 
シ

miむ

診ル

Olご

ッ

8

9

 

9

9

 

（ ）内は開設年



(5) ペシャワール会報 No.52 1997年7月 2日

PLSに入院中の子どもたち
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1

,
．

＇

ー

1
・
・
・
―

一
バ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境
州
・

i

i

ら
い
根
絶
計
圃
へ
の
協
力

一
九
九
五
年
十
二
月
に
発
足
し
た

P
L
S
（
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
）
は
、
予
定
通
り
恒

久
的
な
基
地
病
院
建
設
を
始
め
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で

主
力
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
の
団
体
、
マ
リ
ー
・
ア
デ
レ
イ

ド
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・
セ
ン
タ
ー
（
カ
ラ
チ
）
の
「
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
達
成
宜
言
」
は
深
刻
な
影
響
を
与
え
た
。
功
を
焦
っ

た
あ
げ
く
の
、
事
実
上
の
撤
退
で
あ
る
。
ハ
ン
セ
ン
病
は

っ
て
い
な
い
。

医
療
行
政
の
関
心
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・

ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
ら
い
病
棟
も
、
九
七
年
三
月
に
院
長
が

死
亡
し
た
後
、
病
院
の
存
続
そ
の
も
の
が
危
ぶ
ま
れ
て
い

る
。
相
前
後
し
て
公
営
病
院
が
民
営
化
さ
れ
、
不
採
算
部

門
で
あ
る
「
ハ
ン
セ
ン
病
科
」
は
真
っ
先
に
切
り
拾
て
ら

れ
た
。「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
誘
致
」
を
巡
っ
て
随
所
で
各
団
体

の
暗
躍
．
妨
害
が
あ
り
、
計
画
は
難
航
し
た
。
し
か
し
、

残
さ
れ
た
六
千
名
の
患
者
ケ
ア
の
場
を
確
保
し
、
増
え
続

け
る
新
患
者
や
再
発
者
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
が
出
来
る
の
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
以
外
に
な
く
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

新
病
院
建
設

一
九
九
七
年

一
月
下
旬
、
州
政
府
か
ら
与
え
ら
れ
た
予

定
地
に
建
築
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
各
勢
力
の
妨
害
エ

作
、
協
力
的
な
政
府
関
係
者
の
更
迭
、
付
近
施
設
の
反
対

運
動
な
ど
で
初
期
工
事
を
停
止
し
て

一
時
静
観
し
た
。
ま

と
も
に
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
ケ
ア
が
で
き
る
の
は
今
や

我
々
以
外
に
な
い
。
今
後
も
不
毛
な
政
争
に
巻
き
込
ま
れ

ず
、
数
十
年
の
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す
る
に
は
、

慎
軍
に
事
を
運
ば
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
新
病
院
は
そ
の

砦
だ
か
ら
で
あ
る
。

各
機
関
が
争
っ
て
い
る
背
景
は
、
煎
じ
詰
め
れ
ば
金
と

カ
、
名
誉
や
競
争
心
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
紺
織
存
続
の

た
め
の
組
織
と
な

っ
て
い
る
。
政
治
権
力
と
て
例
外
で
は

な
い
。
政
権
が
変
わ
る
た
び
に
戦
々
競
々
と
し
て
い
た
の

で
は
、
仕
事
が
ま
と
も
に
進
め
ら
れ
な
い
。
我
々
に
と
っ

て
問
題
な
の
は
患
者
た
ち
の
治
療
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

思
い
切
っ
た
方
針
転
換
を
行
い
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
隣
接
農

村
に
移
転
を
決
定
、
住
民
た
ち
の
ジ
ル
ガ
（
長
老
会
）
の

決
定
で
「
永
久
私
有
」
を
確
認
さ
せ
、
農
民
た
ち
も
大
歓

迎
し
た
。
こ
れ
以
上
に
確
実
な
保
証
は
現
地
で
考
え
ら
れ

な
い
。
こ
れ
に
は
、

P
L
S
i只
任
者
の
ハ
ン
フ
リ
ー
氏
と

同
地
域
出
身
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
猛
烈
な
働
き
に
よ
る
と
こ

ろ
が
甚
だ
大
き
か
っ
た
。
工
事
が
本
格
化
し
た
の
は

一
九

九
七
年
五
月
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
開
院
式
は
予
定

通
り
一
九
九
八
年
四
月
十
日
と
な
る
。

新
方
針
の
第
二
は
、
「
ハ
ン
セ
ン
病
診
療
」
を
こ
と
さ

ら
前
面
に
打
ち
出
す
こ
と
な
く
、
感
染
症
と
心
身
障
害
一

般
を
取
り
扱
う
病
院
と
し
て
機
能
さ
せ
、
ハ
ン
セ
ン
病
を

そ
の
一
部
と
し
て
診
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
各
関
連

機
関
と
の
摩
擦
を
避
け
、
背
後
か
ら
実
際
の
患
者
ケ
ア
を

確
立
し
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
偏
見
を
避
け
、
ら
い
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
に
脱
み
を
き
か
せ
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
早
期
発
見
の
努
力
）

一
九
九
六
年
度
は
、
北
部
で
チ
ト
ラ
ー
ル
の
マ
ス
ツ
ジ

診
療
基
地
を
完
備
、
ワ
ハ
ン
回
廊
を
め
ざ
し
て
ヤ
ル
ク
ン

川
流
域
の
診
療
態
勢
を
固
め
た
。
東
北
部
で
は
コ
ー
ヒ
ス

タ
ン
に
着
手
し
て
調
査
を
完
了
、
第
一
回
の
本
格
的
な
偵

察
診
療
が
一
九
九
七
年
三
月
に
実
施
さ
れ
た
。
殊
に
コ
ー

ヒ
ス
タ
ン
は
医
療
事
情
が
悪
く
、
受
診
し
て
ハ
ン
セ
ン
病

と
判
明
し
た
も
の
は
七
百
名
中
十
二
名
に
も
な
っ
た
。
そ

の
他
、
マ
ラ
リ
ア
・
赤
痢
・
結
核
な
ど
他
の
重
症
感
染
症

を
含
め
る
と
、
そ
の
数
は
さ
ら
に
膨
大
で
あ
る
。

す
で
に
住
民
た
ち
の
信
頼
を
充
分
得
て
い
る
が
、
ハ
ン

セ
ン
病
に
対
す
る
偏
見
、
と
び
き
り
の
無
医
地
区
で
あ
る

こ
と
、
「
ハ
ン
セ
ン
病
セ
ン
タ
ー
」
を
め
ぐ
っ
て
無
用
な

政
争
が
各
機
関
の
間
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
ア
フ
ガ
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ニ
ス
タ
ン
と
同
様
、

一
般
診
療
を
掲
げ
て
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
継
続
す
る
。
コ
ー
ヒ
ス
タ
ン
の
ド
ベ
ー
ル
渓
谷

を
皮
切
り
に
、
広
大
な
山
岳
地
域
に
定
期
診
療
が
行
わ
れ

る
予
定
で
あ
る
が
、
当
面
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
基
幹
病
院
整

備
に
集
中
し
、
建
築
だ
け
で
な
く
質
量
共
に
充
実
さ
せ
、

協
力
態
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
各
機
関
と
の
調
整
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
活
発
化

す
る
の
は
一
九
九
七
年
度
後
半
か
ら
一
九
九
八
年
初
め
か

ら
と
見
て
よ
い
。

患者さんと談笑する中村医師

'!'~ 

iJ
A
MS
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

一

一
農
村
医
療
計
画

十
周
年
を
経
た
J
A
M
S
も
ま
た
、
大
き
な
変
化
を
被

っ
た
。
一
九
九
六
年
九
月
の
タ
リ
ハ
ン
（
神
学
生
）
政
権

の
出
現
は
各
国
N
G
O
に
パ
ニ
ッ
ク
状
態
を
招
い
た
が
、

J
A
M
S
の
診
療
活
動
は
、
タ
リ
バ
ン
に
よ
る
治
安
の
回

復
と
共
に
か
え
っ
て
容
易
と
な
り
、
何
事
も
な
く
継
続
さ

れ
た
。
九
六
年
五
月
に
ダ
ラ
エ
・
ピ
ー
チ
診
療
所
を
襲
繋

し
た
グ
ル
ー
プ
は
処
刑
さ
れ
、
九
四
年
八
月
に
二
台
の
車

両
を
強
奪
し
た
者
は
逃
走
中
で
あ
る
。
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
、

ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
（
ワ
マ
）
診
療
所
近
辺
は
、
少
数
山
岳
民

族
の
住
む
地
域
で
、
タ
リ
バ
ン
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
し
、

こ
ぜ
り
あ
い
で
双
方
に
犠
牲
者
が
出
た
。
し
か
し
、
診
療

所
の
存
在
は
双
方
か
ら
歓
迎
さ
れ
、
診
療
活
動
に
影
響
は

出
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
カ
ブ
ー
ル
避
難
民
の
流
人
で
J
A
M
S
の
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
病
院
が
多
忙
と
な
っ
た
。
円
安
に
よ
る
補
給

の
低
下
で
診
療
数
の
伸
び
は
、
開
設
以
来
初
め
て
頭
打
ち

と
な
っ
た
。
一
九
九
七
年
―
一
月
に
構
造
改
革
を
迫
ら
れ
て

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
病
院
の
規
模
を
縮
小
、
ス
タ
ッ
フ
を
一
〇

七
名
か
ら
八
七
名
に
削
減
、
う
ち
五
名
を
パ
キ
ス
タ
ン
側

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(
P
L
S
)
に
転
出
さ
せ
た
。
診
療
活

動
が
最
も
必
要
と
さ
れ
る
時
期
、
こ
れ
は
大
き
な
痛
み
を

伴
っ
た
が
、
チ
ー
ム
指
導
者
の
シ
ャ
ワ
リ
医
師
が
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
会
と
命
運
を
共
に
す
る
こ
と
を
誓
っ
て
、
果
敢
に

断
行
さ
れ
た
。

カ
プ
ー
ル
避
難
民
は
確
か
に
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

J
A
M
S
の
本
領
は
山
村
無
医
地
区
に
あ
り
、

本
来
の
計
画
に
し
わ
よ
せ
が
く
る
こ
と
を
避
け
た
の
で
あ

る
。
財
政
的
に
ゆ
と
り
が
あ
れ
ば
、
本
来
な
ら
あ
の
緊
急

時
こ
そ
、
カ
ブ
ー
ル
に
支
援
の
手
を
さ
し
の
べ
る
べ
き
で

あ
っ
た
。
そ
の
気
に
な
れ
ば
動
け
る
組
織
も
あ
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
カ
ブ
ー
ル
や
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
な
ど
に
事
務
所

を
構
え
る
N
G
o
•

国
連
機
関
は
殆
ど
活
動
ら
し
い
活
動

も
な
く
、
微
動
だ
に
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
パ

ニ
ッ
ク
状
態
に
陥
っ
た
あ
げ
く
、
「
原
理
主
義
政
権
（
タ

リ
バ
ン
）
」
を
批
判
す
る
こ
と
の
み
に
終
始
し
た
。
我
々

の
苛
立
ち
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

9

、,＇し
9
,

＇9

9
9

9

9

,

‘

i

9

9

9

9

9

1

9

9

,

‘

9
9
,

＇’
,
9
9
9
9
;

―
一
九
九
七
年
麿
の
事
業
計
画

i

ア
フ
ガ
ン
情
勢
急
変
の
場
合
に
若
干
の
修
正
は
あ
っ
て

も
、
基
本
的
に
変
更
は
な
い
。
次
期
三
十
年
間
へ
の
準
備

で
あ
る
。
活
動
地
域
は
現
在
で
も
宏
大
で
あ
る
。
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
北
東
部
、
北
西
辺
境
州
（
パ
キ
ス
タ
ン
）
北
部

に
限
定
す
る
活
動
を
継
続
す
る
。

ー
．
新
病
院
の
建
築
と
診
療
態
勢
の
充
実

円
安
・
政
権
交
代
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で
エ
期

の
遅
れ
、
候
補
地
の
変
更
が
あ
っ
た
が
、
工
事
は
現
在
、

着
々
と
進
ん
で
い
る
。
今
後
三
十
年
間
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

会
現
地
活
動
の
不
動
の
砦
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
一
九
九

八
年
一
月
ま
で
に
基
本
部
分
を
完
成
し
て
移
転
、

一
九
九

八
年
四
月
十
日
に
予
定
通
り
開
院
式
を
行
う
。

単
に
建
築
だ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
を
以
て
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
の
活
動
は
新
た
な
段
階
に
入
る
。
新
病
院
は
六
千
名

の
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
拠
り
所
を
提
供
し
、
多
発
地
帯
へ
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の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
定
期
出
張
診
療
）
の
基
地
と
な

る
。
建
築
と
並
行
し
て
、
法
的
整
備
も
、
現
地
主
要
ス
タ
ソ

フ
の
猛
烈
な
努
力
と
、
関
係
機
関
の
好
意
で
固
め
ら
れ
て

き
て
い
る
。
一
九
九
七
年
度
は
、
こ
の
充
実
が
最
優
先
課

題
で
あ
る
。

2
．
移
動
診
療
班
（
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
）
の
強
化

パ
キ
ス
タ
ン
側
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
側
が
協
力
、
国
境

を
挟
む
山
岳
地
帯
の
診
療
圏
の
拡
大
を
行
う
。
診
療
所
の

開
設
は
膨
大
な
財
政
負
担
を
強
い
ら
れ
る
の
で
、
基
地
診

療
病
院
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
今
後
は
移
動
診
療
班
を

充
実
、
拠
点
基
地
を
設
け
て
定
期
診
療
方
式
に
き
り
か
え

る。
一
九
九
七
年
か
ら
二

0
0
0年
ま
で
の
間
に
以
下
の
地

域
を
目
指
し
て
い
る
。

①
チ
ト
ラ
ー
ル
北
部
~
ャ
ル
ク
ン
川
流
域
及
び
ト

ル
コ
ー
渓
谷

③
コ
ー
ヒ
ス
タ
ン
？
王
に
イ
ン
ダ
ス
・
コ
ー
ヒ
ス

タ
ン
で
モ
デ
ル
診
療
を
確
立

③
ク
ナ
ー
ル
北
部
（
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
東
部
）

ム
デ
シ
ュ

い
バ
ダ
ク
シ
ャ
ン
（
と
く
に
ワ
ハ
ン
回
廊
）

ル
ク
ン
川
経
由
で
パ
ミ
ー
ル
南
方
部
へ

③
バ
ー
ミ
ヤ
ン
~
カ
ブ
ー
ル
北
西
部

3
．
カ
ブ
ー
ル
避
難
民
診
療

カ
プ
ー
ル
安
定
ま
で
、
パ
キ
ス
タ
ン
側
・
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
側
一
致
協
力
し
て
、
出
来
る
限
り
ケ
ア
を
行
う
。
将

来
予
測
さ
れ
る
「
復
興
援
助
ラ
ッ
シ
ュ
」
に
は
大
き
く
関

与
し
な
い
。

~
ヤ

~
力

＊
会
報
の
発
送
費
に
、
年
間
百
万
円
以
上
が
か
か
っ

て
お
り
ま
す
。
未
使
用
の
切
手
・
書
き
損
じ
の
ハ
ガ

キ
等
お
送
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
古
切
手
は
扱
っ
て
お
り
ま
せ
ん
）

、
、
、

▼
未
使
用
の
切
手
・
ハ
ガ
キ
を
ー
・
▲

●
北
西
辺
境
州
ら
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
と
の
か
か
わ
り

に
つ
い
て

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
基
本
姿
勢
は
以
前
か
ら
不
変
、

①
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
が
北
西
辺
境
州
政
府
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
カ
ー
又
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
ら

い
病
棟
の
意
の
ま
ま
に
動
く
団
体
と
な
っ
て
、
後
始
末

に
協
力
す
る
こ
と
は
し
な
い
。

②
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
は
、
建
前
と
し
て
、
あ
く
ま
で
一

般
感
染
症
・
心
身
障
害
診
療
の

一
部
と
し
て
ハ
ン
セ
ン

病
診
療
を
行
い
、
主
導
権
争
い
な
ど
の
不
毛
な
政
争
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
。
実
質
性
を
重
視
す
る
。

従
っ
て
パ
キ
ス
タ
ン
側
の
施
設
名
称
を
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
（
ジ
ャ
パ
ン
）
メ
デ
イ
カ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
、

ハ
ン
セ
ン
病
を
そ
の
重
要
な
一
分
科
と
す
る
が
、
活
動

内
容
は
変
更
な
し
。
こ
れ
に
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す

る
偏
見
を
一
掃
す
る
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。

③
パ
キ
ス
タ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
協
調
を
崩
さ
ず
、

安
易
な
民
族
主
義
に
は
与
し
な
い
。
ア
フ
ガ
ン
人
が
主

要
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
は
今
後
も
変
わ
ら
な
い
。
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小
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な
物
語

15

9P-
,J
4』
.1

甲
斐
大
策

『

.C

T
.1
`
1•.• 

I
L
,r.
n1
.-r,J.[-I •. 
Frt
,
＇9Cl-l1ごし

ア
ミ
ル
一
家
は
、
パ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
谷
の
蒙
古
系
ハ
ザ
ラ
の
族
3

長
に
従
う
同
族
の
小
作
人
た
っ
た
が
、
代
々
谷
の
人
々
に
愛
さ

．．
 

れ
て
き
た
ジ
ル
バ
ガ
リ
（
陶
胴
の
小
太
鼓
）
の
名
手
一
家
で
も

一

.-

あ
っ
た
。
族
長
が
カ
ー
プ
ル
に
屋
敷
を
構
え
る
と
、
父
共
々
、

＇

．．

雑
役
夫
と
し
て
そ
こ
に
住
ん
だ
。
八
0
年
代
初
め
、
族
長
一
家

．．

＂
は
、
対
ソ
戟
本
部
づ
く
リ
を
名
目
に
カ
ナ
ダ
ヘ
移
住
、
屋
敷
の

．t

•

主
は
政
権
を
反
映
L

て
眼
ま
ぐ
る
し
く
換
る
。
し
か
し
ア
ミ
ル
＂
＂

：
は
変
わ
ら
ず
、
家
族
と
太
鼓
さ
え
無
事
な
ら
、
と
だ
け
思
っ
て

―

こヽ。

,
．

＼
ナ
’

＇・

九
四
年
冬
の
あ
る
日
、
ロ
ケ
ッ
ト
弾
が
屋
敷
を
直
撃
、
父
母

．

.'

と
妻
子
は
呆
気
な
く
逝
っ
た
。
命
名
直
前
で
ポ
プ
と
呼
ん
で
い

．2

た
一
オ
未
満
の
三
男
だ
け
が
残
っ
た
。
ア
ミ
ル
は
、
焼
け
熊
げ

・

た
桑
の
樹
に
免
れ
、
横
た
え
た
ポ
プ
と
太
鼓
を
撫
で
さ
す
る
だ

．

『

l
o
t
 

だ
っ

ナ

．＂

ポ
プ
の
泣
声
が
止
ま
っ
た
朝
ア
ミ
ル
は
、
突
然
ポ
プ
を
屑
車
・
"

＂

に
し
た
。
小
さ
な
両
掌
を
ル
ン
ギ
（
タ
ー
バ
ン
）
に
縛
リ
‘
市

＇

の
北
西
へ
歩
き
始
め
た
。

J

・

ポ
プ
か
ら
流
れ
出
る
尿
や
汚
物
で
背
が
冷
た
＜
濡
れ
る
の
を
．
＂

,＂

ア
ミ
ル
は
、
自
分
の
汗
と
信
じ
た
。
火
照
っ
て
い
た
細
い
足
首

．
 

．
 
が
午
後
に
は
冷
た
く
な
リ
、
そ
れ
を
風
の
せ
い
だ
と
信
じ
た
。

・

、'

三
日
目
二
人
は
ハ

ジ
ガ
ク
峠
を
越
え
、
バ

ー
ミ
ヤ
ー
ン
谷
の
入
．

．．

リ
ロ
近
く
に
い
た
。

,"

「
直
き
｀
う
ん
と
暖
か
く
し
て
や
る
；
：
．
．
。
」

t

絶
壁
の
中
腹
か
ら
湯
が
し
み
出
し
、
セ
メ
ン
ト
と
小
石
で

"”

．．
 囲
っ
た
露
天
の
小
浴
槽
が
急
斜
面
に
は
リ
つ
い
て
い
る
。

．．
 

・

硬
く
冷
た
い
ポ
プ
を
屑
か
ら
外
し
、
ア
ミ
ル
は
、
衣
服
の
儘

．＂

．
湯
に
入
っ
た
。
ポ
プ
の
萎
ひ
た
両
手
足
は
屑
車
の
姿
勢
を
保
っ

．．

．

て
天
に
向
き
‘
湯
の
中
で
揺
れ
る
。

．．

「
お
前
、
グ
ゥ
デ
ィ
（
人
形
）
に
な
っ
た
な
…
…
。
」

．

,

1

正
面
に
は
巨
大
な
土
柱
が
連
ら
な
リ
、
ア
ミ
ル
の
虚
ろ
な
頭

＂

•
2

は
、
そ
れ
を
ミ
ナ
ー
ル
（
尖
塔
）
と
眺
め
て
い
た
。

・

ょ．
深
々
と
湯
に
身
を
沈
め
た
ア
ミ
ル
に
立
ち
上
る
気
配
は
な

．＂

か
っ
た
。
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-— 1996年度は総数164,423名の患者が診療を受けた。 PLSはハンセン病を中心として、手のかかる麻痺

性疾患の診療だけを専門的に行い、 JAMSでは一般診療が行われた。殆どはマラリア・腸チフス・結

核・らい•寄生虫疾患などの感染症、栄養障害、皮膚疾患、外傷（小外科）である。

なお、マラリアについては、 1993年秋の爆発的流行から激減、さらに減少し始めている。診療所受

診者で確診（原虫の存在確認）された例は合計わずか375、著しい減少である。1993年度： 8491名、 94

年度： 2624名、 95年度： 720名で、問題の安定の一端を語っている（数字は診療所の確診例だけで、実

際の患者数はこの10~20倍と見てよい）。

数万の犠牲者を出したマラリアは、これを以で慢性流行の安定相に入ったと判断された。代わって

大流行を続けたのはリーシュマニア症であったが、都市部を中心に、特にカブールからの避難民の間

に多発した。

1996年度診療実績の内訳

外来数 外傷治療 入院数 巡回診療 その他 合計

ペシャワール PLS J 4,823 I 3,927 I 551 I 1,804 I I 11,105 
·· ·············· ·············· ·· ·· ·· ······--··-· ··•· .. .. ····· ···· ··•·················· ················ 

ペシャワール JAMS I 45,641 I 2,021 I 965 I 1,372 ※8,472 I 58,471 
................ ················· ···········•······... ........ ...................... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
テメルガール診療所 9, 970 I 679 I I I I 10,649 
,......................., ·······•················•··..... .... ··•• · ·· ·· ·· ···.. •· ·- • · · •-·•金．． ． ． ．． ．．．-···· • · · ·········•" '

ダラエ・ヌール診療所 2s,4os I 2,151 I I I I 30,559 ...........................................,.. .............................................. -,........ ・ー・
ダラエ・ピーチ診療所 29,492 I 1,776 I I I I 31.268 
········· · ··•·-・．．． ． ．． ． ．．．． ．.......疇...ー・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ................................. . 
ヌーリスタン診療所 21,200 I 1,111 I I I I 22,371 

合計 139,534 I 11,725 I 1.516 I 3,176 I 8,472 I 164,423 

※「その他」内訳

妊婦・母親教室

鍼灸治療

歯科

8,472名

5,450 

2,260 

762 

なお、 PLSの診療数が比較的少ないのは、ハンセン病など、慢性で手のかかる患者を集中的に引き

受けているためである。

入院治療サービス

ペシャワール PLS

ペシャワール JAMS

検査関係の内訳

入院数 手術数 理学療法 その他

551 65例 2,055例 医学生受講 260名

サンダル生産 1273足

965 1,020例

血液一般 便検査 尿検査 らい菌 リーシュマニア その他 総計

623 459 685 465 57 846 3,203 
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(9) ペシャワール会報 No,52 1997年 7月 2日

＊前頁ペシャワール JAMS「その他」の検企内訳

X線単純写・造影 5,466 肝機能など血清学的検査 2,432 

腹部エコー 1,848 胃・食道内視鏡 1,534 

心電図 1,833 病理組織診断 218 

細菌検査 1,442 免疫学的検査 1,871 

マラリア 3,474 その他 1,862 

9ー ワーガ―・ボランティア派遣事業 I 
1996年度は以下の人々がペシャワール会を通して協力を行った。

氏名 職種 所属 協力期間

藤田千代子 看護婦 元福岡徳洲会病院 1990年9月一現在

倉松由子 理学療法士 元多摩全生園 1992年10月ー1996年7月

小幡顛子 看護婦 元久留米大学病院 1995年4月ー1996年5月

松井裕光 検査技師 1996年2月ー1996年7月

蔵所麻理子 作業療法士 八尾徳洲会病院 1996年9月ー1997年2月

小林 晃 医師 徳之島徳洲会病院 1997年2月一現在 (5年予定）

96年度は研修者が多数赴いたが、会の財政・現地指導に十分なゆとりがなかった。今後は長期のか

かわりを前提として、事務関係のボランティアも考慮し、ゆとりを以て質良く準備していきたい。そ

れでも、言葉の学習やビザの面では一昔のように著しい困難がなくなり、あとは現地のペースに合わ

せる根気の問題が主になってきたと言ってよい。

し~ペシャワール会・ JAMS. PLS | 

1997年 5月現在、ペシャワール会の現地態勢は以下のとおり。

支部名称

活動地域

病院機能

日本本部 ［ ペシャワール会（本部事務局：福岡）

現地組織 PRS：ペシャワール会（ジャパン）リリーフ・サービス

アフガニスタン・プロジェクト
JAMS 

（日本ーアフガン医療サービス）

アフガニスタン北東部

一般疾患、特に感染症

バキスタン・プロジェクト
PLS 

（ペシャワール・レプロシー・サービス）

パキスタン北西辺境州北部

ハンセン病及びマヒ疾患



1997年 7月2日 ペシャワール会報 No.52 (10) 

「Peshawar-Kai(Japan) Relief Services (PRS)」は、パキスタン連邦政府に登録された国際 NGOとして

合法活動が保証されている。パキスタン・アフガニスタンの各支部はいずれも、山村無医地区のモデ

ル診療態勢確立、およびハンセン病など感染症の診療・予防活動を主軸とするが、特にハンセン病多

発地帯での活動を重視する。PLS病院では、ハンセン病だけでなく、他の感染症やマヒ性疾患も取り扱っ

ている。

PLS（ペシャワール・レプロシー・サービス）

●入院ベッド数 40床（男性25・女性15)

●スタッフ 37名（現地医師 4名、らい診療員 4、看護婦・看護士3、看護助手10、検査 2、

一般助手 6、門衛2、ワークショップ3、料理人 2、事務 3)

●年間入院治療約600名

●年間外来治療 約 1万名（らい関係のみ）

JAMS（日本一アフガン医療サービス）

●入院ベッド数 25床

●スタッフ 87名（現地医師16名、検査14、看護士・助手20、門衛8、運転手 6、料理人3、

事務 3、薬局 2、レントゲン 3、その他 3)

●年間入院治療 約900名（ペシャワール病院のみ）

●年間外来治療約15万名

地方診療所及び診療基地

診療所名 所在地 カバーする地域人口 1月診療能力

■アフガニスタン国内
JAMSダラエ・ヌール ニングラハル州北部 20万人以上 150名

JAMSダラエ・ピーチ クナール州ー北西山岳部 10万人以上 100名

JAMSワマ 西部ヌーリスタン 5万人以上 70名

（各診療所には、医師 ・検査技師・看護士・助手・門衛など10~12名が交代で常駐）

■北西辺境州（パキスタン）
PLSマスツジ チトラール北部

PLSドベイル インダス・コーヒスタン

（月間約 1週間滞在して定期診療）

その他

約20万人

約40万人

移動診療班： 8名の編成で、マラリア流行時や偵察診療、緊急支援に出動

200名

200名
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●1996年度中に
寄付をいただいた団体

ァースウーク
（医）愛成会東野麿婦人科
朝倉記念病院
うら禰の郷会
岡 山 県9胄神匿会
オルタナティブ研究会
関西学院宗教センター
煎本 YWCA
久留米大学法学部古貿ゼミ
古賀高校緑十字グループ
国際ソロプチミスト襴岡南
国際、ノロプチミスト揖岡ー東
徳洲会札幌憶洲会病院
愛心会大隅廉屋病院看護部
浅木病院
アトリエ彩
（株ヴィジュア）レフォークロア
匹療法人愛心会大隅廊厘病醗
大牟田中央ライオンズクラブ
オフィス MOVE
北九州アジアを考える会
熊本ペシャワール会
香草舎
国際、ノロプチミスト北九州ー西
国際、ノロプチミスト日 El3
さかえ国際理解と交流の会
山水会
正揖寺
システム開癸潤
老人保傭施設城山荘
聖心会本部
面南学院中学校母の会
酉南学院高校
西南学院高校後擾会母の会
西南女学院大学
匹南幼稚llll
酉隕［高校
長得寺
九十九会
東郷信愛幼稚園
徳洲会野峰病院
徳之島撼洲会病院
長崎北憶洲会病院
（株9●漕糾且
商工中金事務集中部交友会
志義ゼミナール小郡校
島郷訊斉LJ薬尻
隅 田保育所保膿呑会
茜南学院
西南高校インターアクトクラブ
西南学院高等学校 2年 J組
西南女学院幼稚園短期大学
西南学院中学
西讀高校生徒会
全遁愛知i也区本部
貴和不動産
月の美術誼
鉄公労名古屋支部
譴洲会 JAMSの会
徳 田病踪
内船寺碍人部
名古屋徳洲会病院
新冠内料クリニック
野崎ネバールの会
馬場病院と B.B，ゴルフコンペ
都立広尾病院医療相該室
損岡女学踪中学高校宗教部
櫂岡女学院大学宗教部
緬岡函ロータリークラブ
橿岡 YWCA
星塚敬愛llll医療技言ー同
松1表這設（株）
八尾徳洲会病院瑾学療法宣
m日本バキスタン協会
檎光女学院大学宗教郎
桧願こひつじ幼稚園
県立揖岡高校
揖岡桜ライオンス＇クラブ
襴岡女学院幼稚圃
揖岡両ローターアクトクラフ
揖岡ローターアクトクラブ
ふじヶ丘保育llll
松ヶ丘巧院
三 瀦 町公民館
八代女性市民の会トマト館
ローブ美容室
若久病院
大牟田正山町教会
木血キリストの教会
小 倉 パプテスト教会
揮岡中央政会
西南学院パブテスト敦会
日本基督敦団 漬塵崎教会
東郷教会教会学校
日本聖公会 擢 岡教会
置ビンセンシオ・ア ・パウロ会
這岡国際軟会
橋岡聖書研究会
擢岡ペタニャ村伝道所
別府聖書研究会
京都橿音叙会
香 住 ヶ丘パプテスト教会
古賀玉楽ヶ丘キリスト教会
佐賀めぐみ伝道教会
品 Illバプテスト教会婦人会
千葉海浜伝導所
天神声●亭会
鳥 栖 バプナスト教会
平尾パプテスト教会
損岡キリスト教女子青年会
日本基督教会 這岡城南教会
樋岡中部教会壮年会
揖岡南数会
日本キリス ト教団幕張敦会
日本キリスト教回八禰鉄町教会

●1997年度ペシャワール会会計報告

一般会計

3
 

4

5

 

［収入の部］
1 会費•寄附①
2 補助金等

（うち外務省舗助金
国際ボランアイア貯金
救援財団等
事業収入等

（うち絵ハガキ販売
苔籍販売
講演謝礼等
利息雑収入
マラリア基金繰入

年度収入計
前年度繰越

収入計

2

3

 

［支出の部］
1 現地協力..
うら!)JAMS迅営費②
2)PLS述常費③
3)駁地ワーカー費④
4)漉航
5)通信
6)国内活動nR
広報費
li務局費
年度支出計
次年度繰越

支出言t

外務省補助金• 国際ポランティア貯金内訳
外務省補助金
JAMS運営費（パキスタン）
国際ポランティア貯金
JAMS運営費（アフガニスタン）
PLS運営費

合計

特別会計「新病院建設基金」
［収入の部］
1 年度寄附金
2 利息

年度収入11ヤ
前年度繰越

収入 tI

［支出の部］
1 建設資金（送金分）
2 送金手数料

年度支出計
次年度繰越

単位（万円）
9,000 

8,000 

7,000 

6,000 

5,000 

4,000 

3.000 

2,000 

1,0(){ 

42,882,903 
27,967,000 
7,500,000 

り：盟：腐〗）
1,089,053 
246,068 

悶：言）
45,588 
3,200,000 

7 5, 1 84, 5 4 4 
16,990,681 

92,175,225 

83,560,928 
59,531,278 
15,660,414 
5,755,063 
530、584
791,990 
1,291,599 
2,379,836 
2,944,175 

88,884,939 
3,290,286 

92,175,225 

7,500,000 

14,078,000 
4,013,000 

18,091.000 

30,917,538 
＇ 59,982 

30,977,520 
3,628,765 
34,606,285 

10,000,057 
5,492 

10,005,549 
24,600,736 

●大きくなる支援の輪

（支援の実績／支出額）

3,089.1 
| 

•I ．蛉． I
(9邸％）

土芦隣芯I(86~） |
蹟

①
個
人
会
員
―
―
＿
二
八
三
件
、
団
体
一
五

0
件

②
J
A
M
S
医
薬
品
、
人
件
費
他

③
P
L
S
医
薬
品
、
人
件
択
他

④
住
居
費
等

⑤
国
内
研
修
費
用
、
講
演
旅
費
等

7.739.6 
6，瞬 7|（93.8％）
(9U%） 

96
麿
会
計
輻
告

’
 

---------------------
I ' 

I●1996年度事業額 （支出ベース） ＇ , 1 

I 88,890,431円 ，
I 
I 
l 

＇ I 

＇ I 
＇ I 
' 
＇ 広報費（会報発行） ： 
, I 12,379,836円 I， 

(2.68%) i 

＇ ＇ I '  
I 

I 

' I 
＇ ’ ’ 
1 現地活動費 ， 

I 

： 昭；諏）S28円 ，：
, l 

I 
(94.()0%) 

, l 

＇ l 
し —- - ----------- - ----- 」

事務局費（家貨等）
2,949,667円
(3.32%) 

8,889.0 

＆公氾l
8，琺 1

（四 ％）
I(94暉 ）

1992 1993 1994 1995 1996 

（個人会費寄
団体寄付

685 
55 

1,097 

91 

l,322 

98 

2,202 

114 
2,722 
159 

3,096 

191 

3,503 

145 

3,283件
150件）
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九
十
六
年
度
を
振
り
返
る
と
、
こ
の
一
年
の
変
動
に
改

め
て
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。
事
務
局
に
は
中
村
医
師
よ
り

現
地
の
報
告
が
定
期
的
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
入
る
。
私
達
の

活
動
の
基
盤
が
1

そ
れ
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
内
の
こ

と
で
あ
れ
、
パ
キ
ス
タ
ン
国
内
の
こ
と
で
あ
れ
、
ハ
ン
セ

ン
病
診
療
を
め
ぐ
る
体
制
の
こ
と
で
あ
れ
、
何
―
つ
確
か

な
こ
と
の
な
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
非
日
常
で
あ
る

は
ず
の
戦
争
や
対
立
の
中
で
も
、
人
々
は
病
を
癒
す
た
め

の
営
み
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
。
中
村
医
師
の
報
告
を

み
て
い
る
と
静
か
に
熱
い
も
の
が
こ
み
あ
げ
て
く
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
タ
リ
バ
ン
の
攻
勢
が
報
じ
ら
れ

て
い
る
。
全
土
を
掌
握
し
た
と
報
道
さ
れ
た
三
日
後
に
は

再
び
戦
闘
が
始
ま
っ
た
と
い
う
。
以
前
と
は
違
っ
た
都
市

難
民
が
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
め
ざ
し
て
移
動
し
て
い
た
が
、
パ

キ
ス
タ
ン
側
の
拒
否
で
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
留
ま
っ
て
い

る
。
そ
の
パ
キ
ス
タ
ン
も
プ
ッ
ト
ー
政
権
が
倒
れ
て
、
財

政
破
綻
が
噴
出
し
て
い
る
。

J
A
M
S
も
P
L
S
も
こ
の
情
勢
の
波
を
受
け
な
が
ら
、

刃
の
上
を
歩
く
よ
う
に
事
業
は
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ア
フ

ガ
ン
国
内
の
内
戦
は
政
治
対
立
よ
り
、
民
族
対
立
の
様
相

確
か
な
こ
と
は
何
―
つ
な
い

昨
年
の
春
以
降
、
新
病
院
建
設
の
た
め
に
多
く
の
募
金

自
発
的
な
支
援
の
広
が
り

●
職
乱
•
新
病
院
建
設
・
円
の
急
落
激
変
す
る
状
勢
の
な
か
で

現
地
事
業
の
継
続
と
互
い
の
協
力
を
確
認

を
呈
し
て
い
る
が
、
そ
の
対
立
し
た
民
族
が
チ
ー
ム
を
作

っ
て

J
A
M
S
を
運
営
し
て
い
る
。
ま
た
活
動
を
始
め

て
二
年
の

P
L
S
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
そ
の

J
A
M

S
が
支
援
し
て
い
る
。

今
回
、
こ
れ
ま
で
の
ハ
ン
セ
ン
病
治
療
を
目
的
と
し
て

い
た

P
L
S
と
、
ア
フ
ガ
ン
難
民
か
ら
ア
フ
ガ
ン
国
内

の
医
療
を
手
が
け
て
き
た
J
A
M
S
を
P
L
S
に
統
合
し

て
パ
キ
ス
タ
ン
連
邦
政
府
の
認
可
を
得
た
。
こ
れ
ま
で

別
々
に
連
邦
政
府
や
州
政
府
の
認
可
を
え
て
い
た
も
の
を
、

日
本
か
ら
の
支
援
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
反
映
さ
れ
た
体
制
と

な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
長
期
間
に
及
ぶ
で
あ
ろ
う
支
援
に
あ

っ
て
安
定
し
た
基
盤
の
一
っ
と
な
る
。

ハ
ン
セ
ン
病
治
療
セ
ン
タ
ー
と
な
る

P
L
S
新
病
院

建
設
も
、
ハ
ン
セ
ン
病
へ
の
偏
見
に
根
差
し
た
地
域
の
排

斥
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
の
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
自
前
の
ハ

ン
セ
ン
病
治
療
の
基
地
を
え
る
も
の
で
、
こ
れ
も
安
定
的

活
動
へ
の
大
き
な

一
歩
と
な
る
。

パ
キ
ス
タ
ン
政
府
の
認
可
を
取
得

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
長
村
リ
上
優

を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ま
で
に
三
五

0
0
万
円
が
集
ま
り
、

目
標
五

0
0
0
万
円
も
不
可
能
で
は
な
い
。
さ
ら
に
名
古

屋
サ
ウ
ス
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
も
大
き
な
支
援
を
組
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
中
村
医
師
や
現
地
の
呼
び

か
け
に
こ
れ
だ
け
多
く
の
反
応
が
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
て

い
る
。

ま
た
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
福
岡
南
や
福
岡
束
の
方
々
が
、

支
援
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
独
自
に
企
画
し
て
多
く
の

寄
付
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
よ
う
な
支
援
は
、
学

校
や
職
場
や
地
域
の
中
で
も
様
々
な
形
で
自
発
的
に
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
。
支
援
の
広
が
り
が
事
務
局
の
力
を
越
え

て
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
、
中
村
医
師
ら
の
現
地
の
活
動

が
多
く
の
共
感
を
得
て
い
る
と
勇
気
づ
け
ら
れ
る
。

昨
年
は
、
そ
れ
で
も
新
病
院
孫
金
の
影
響
で
通
常
の
券

金
が
四
一

0
0
万
円
と
例
年
よ
り
落
ち
込
ん
だ
。
加
え
て

急
激
に
進
ん
だ
円
安
や
、
郵
政
省
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
な

ど
政
府
系
補
助
金
の
減
額
が
あ
り
苦
し
い
財
政
状
況
で
、

年
度
途
中
に
予
算
一

0
％
減
を
現
地
に
お
顧
い
し
た
。
今

年
三
月
に
郵
政
省
主
催
の
シ
ン
ポ
に
招
か
れ
て
J
A
M
S

代
表
の
シ
ャ
ワ
リ
医
師
と

P
L
S
代
表
の
ハ
ン
フ
リ
ー
氏

が
来
日
さ
れ
た
が
、
そ
の
折
に
財
政
状
況
に
つ
い
て
理
解

を
得
た
。
そ
こ
で
確
認
で
き
た
こ
と
は
事
業
の
継
続
と
、

今
の
苦
し
い
時
期
を
お
互
い
の
努
力
で
乗
り
超
え
て
明
日

に
つ
な
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
は
、
そ
れ
を
支
え
て
い
た
だ

い
て
い
る
多
く
の
会
員
に
よ
っ
て
い
る
。
会
員
は
個
人
の

善
意
に
依
頼
し
て
い
る
が
故
に
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
の
輪
の
広
が
る
こ
と
を
祈
ら
ず
に
お
れ
な
い
。
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「
自
前
の
土
地
に
自
前
の
病
院
を
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イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
で
ウ
ル
ド
ゥ
語
を
勉
強
し
始
め
て
九

ヶ
月
ほ
ど
。

P
L
S
に
は
今
ま
で
何
度
か
訪
問
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
度
に
見
ら
れ
る
人
員
組
織
面

の
充
実
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
周
辺
住
民

の
感
情
を
考
慮
し
て
病
院
名
か
ら
レ
プ
ロ
シ
ー
（
ら
い
）

の
語
を
外
し
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
（
ジ
ャ
パ
ン
）
メ
デ
ィ

カ
ル
・
サ
ー
ビ
ス

(
P
M
S
)
と
改
称
、
新
生

P
M
S
と

J
A
M
S
を
P
R
S
~

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
（
ジ
ャ
パ
ン
）

リ
リ
ー
フ
・
サ
ー
ビ
ス
の
も
と
に
統
合
す
る
組
織
整
備
、

ス
タ
ッ
フ
の
責
任
分
掌
の
明
確
化
、
人
員
把
握
の
た
め
事

務
室
前
に
ス
タ
ッ
フ
の
出
退
勤
の
一
覧
表
を
掲
示
、
看
護

ス
タ
ッ
フ
や
ド
ク
タ
ー
を
J
A
M
S
か
ら
の
転
入
を
含
め

て
さ
ら
に
強
化
す
る
な
ど
、
今
こ
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
病
院

で
ひ
と
つ
の
新
し
い
動
き
が
始
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
円

安
下
の
財
政
難
を
乗
り
越
え
、
ら
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画

＿―
-十
年
の
計
を
貫
徹
す
る
た
め
の
体
制
を
軌
道
に
乗
せ
る

べ
く
、
中
村
先
生
が
尽
力
さ
れ
て
い
る
姿
に
は
頭
が
下
が

●
ベ
シ
ャ
ワ
ー
ル
新
病
院
見
聞
記

病
院
建
設
、
急
ピ
ッ
チ
で
進
行
中

り
ま
す
。
八
時
の
朝
礼
か
ら
始
ま
る
一
日
の
仕
事
の
中
で
、

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
も
規
律
を
以
て
、
よ
く
中
村
先
生
の

熱
意
に
応
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
新
生

P
M
S
の
進
路
に
立
ち
ふ
さ
が
る
の
は
、

病
院
の
立
ち
退
き
問
題
で
す
。
政
府
提
供
の
土
地
の
問
題

が
こ
じ
れ
、
二
転
三
転
の
末
、
中
村
先
生
と
ハ
ン
フ
リ
ー

さ
ん
が
出
さ
れ
た
結
論
は
、
自
前
の
土
地
に
自
前
の
病
院

を
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。
財
政
的
困
難
を
伴
っ
て
も
独

自
の
活
動
拠
点
を
確
保
し
て
、
つ
ま
ら
ぬ
駆
け
引
き
か
ら

自
由
な
と
こ
ろ
で
活
動
に
専
念
す
る
…
…
た
ぶ
ん
中
村
先

生
の
ス
タ
イ
ル
な
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
入
院
患
者
さ
ん

の
話
を
間
い
て
み
て
も
、
こ
の
ス
タ
イ
ル
こ
そ
が
、
先
生

が
医
療
の
現
場
で
患
者
さ
ん
達
の
信
頼
を
勝
ち
得
て
い
る

理
由
の
ひ
と
つ
だ
と
思
え
る
の
で
す
。

と
い
う
こ
と
で
、

P
M
S
の
新
拠
点
の
建
設
が
、
現
在

の
P
L
S
の
あ
る
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
イ
タ
ウ
ン
の
郊
外
に
来

年
四
月
の
完
成
を
目
指
し
て
急
。
ヒ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
回
、
六
月
上
旬
の
訪
問
で
工
事
現
場
を
見
て
く

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
の

P
L
S
か
ら
車
で
五
分

ほ
ど
、
カ
ー
ブ
ル
川
疎
水
に
沿
っ
て
南
下
し
た
と
こ
ろ
、

田
園
風
景
の
ま
っ
た
だ
中
に
工
事
現
場
が
あ
り
ま
し
た
。

一
八

0
0坪
の
敷
地
を
囲
む
煉
瓦
造
り
の
塀
が
ほ
ぼ
完
成

し
て
い
ま
し
た
。

新
病
院
の
特
徴
は
光
熱
費
節
約
の
た
め
、
最
下
層
を
半

地
下
に
し
て
い
る
こ
と
で
、
時
地
下
部
分
の
掘
削
が
ほ
ぼ ＊

 

終
了
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
の
夏
の
酷
暑
に
対
し
て
半
地
下
の
涼
し
さ
は
威
力
を
発

揮
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
農
地
の
真
ん
中
に
あ
る
こ
と
も

あ
り
、
浸
水
を
防
ぐ
た
め
、
敷
地
全
体
を

一
メ
ー
ト
ル
程

高
く
造
成
す
る
設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
病
院

が

一
般
家
屋
を
借
り
て
、
改
良
し
て
使
用
し
て
い
た
の
に

比
べ
、
本
格
的
に
病
院
と
し
て
計
画
建
設
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
見
て
取
れ
ま
す
。
立
ち
退
き
問
題
を
逆
手
に
と
っ
て
、

そ
れ
を
設
備
面
の
充
実
に
結
び
つ
け
る
前
向
き
の
解
決
法

で
す
。施

工
に
は

U
N
H
C
R
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
る
確
か

な
業
者
が
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
塀
し
か
出
来
て
い
な

い
状
態
で
し
た
が
、
そ
の
煉
瓦
の
積
み
方
を
見
て
も
、
手

を
抜
か
ぬ
仕
事
ぶ
り
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
中
村
先
生

や
ハ
ン
フ
リ
ー
さ
ん
と
現
場
で
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
チ
ー

フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
て
き
ば
き
と
し
た
対
応
も
印
象
的
で
し

た
。
中
村
先
生
は
日
夜
図
面
と
に
ら
め
っ
こ
で
、
よ
り
使

い
や
す
い
病
院
に
す
る
べ
く
設
計
の
手
直
し
を
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
ハ
ン
フ
リ
ー
さ
ん
、
藤
田
さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
と
共
に
、

工
事
現
場
に
も
度
々
足
を
運
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
訪
問
で
私
た
ち
の
幕
金
が
、
こ
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
の
地
で
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
さ
ら

に
大
き
な
実
を
結
ぼ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
来
年
の
春
に
は
、
完
成
し
た

新
病
院
で
活
躍
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
や
、
患
者
さ
ん

達
の
笑
顔
に
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
今
か
ら
楽
し

み
で
す
。

よ
り
使
い
や
す
い
病
院
に



親方。らい患者のサンダルのみな
作ってしまうすご腕の持ち主。家
ドに残しての単身赴任である。

◄

ナ
キ
ー
ブ
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
検
査
技
師
。
―
―
一
人

の
子
供
が
い
る
。
と
て
も
仕
事
熱
心
で
、
限
ら
れ
た

設
備
の
中
で
頑
張
っ
て
い
た
。
病
理
組
織
標
本
の
作

り
方
を
習
い
た
が
っ
て
い
た
。

◄

ハ
ン
フ
リ
ー
・
ピ
ー
タ
ー

P
L
S

の
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
で
、
中
村
医
師
の
良
き
理
解
者
で
あ
り
最
大
の

協
力
者
。
病
院
の
仕
事
や
法
律
上
の
問
題
を
全
て
任

さ
れ
て
い
る
。
最
近
教
会
関
係
の
仕
事
か
ら
手
を
引

き、

P
L
S
一
筋
で
い
か
れ
る
そ
う
で
あ
る
。

騎冨置'

めた意義深い三週間でした」
週間、医師国家試験後の春休みを利用して 2年ぶりにペシャ

た。滞在中は同じく現地を訪れてきた日本人の方々（聖路加

大谷大の蓮岡君、札幌医大の佐々木君、カメラマンの吉田さ

ドに留学中の藤井さん）と一緒に日本人スタッフハウスで寝

スタッフの夕食の準備や買い物、掃除などの雑用をしながら

現地人スタッフ達と旧交を温めることができましたし、中村

手伝いもさせていただきました。本当に有意義な 3週間でし

んに現地の活動をよく知っていただく意味も込めて、 PLSの

たいと思います。

【写真・文lペシャワール会事務局

ンジャン
JAMSのドライバー。息子ファリッドと
PLS勤務。盗まれた愛車のパジェロが見
ってからはとても機嫌が良くなった。

ァリッド
ジャンの息子でワークショップのム
栢親方の下で働いている。

►

ド
ク
タ
ー
・
サ
イ
ー
ド

P
L
S

専
属
の
医
師
。

ア
フ
ガ
ン
出
身
で
医
科
大
卒
。
病
棟
の
仕
事
や
手
術

も
中
村
医
師
よ
り
任
さ
れ
活
躍
中
で
あ
る
。

永田高志

▼ネコ
サンダルワークショップのグラムハ
イダーが捨ってきた猫。 PLSに住み
着いている。朝礼や回診に必ず現れ、
スタッフに付いてくる。



◄

サ
ダ
カ
ッ
ト
も
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
棟
の
看
護
士
。
ト
レ
ー

ニ
ー
や
若
い
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
ま
と
め
役
。
大
柄
で
ゴ
ツ
イ
顔
に

似
合
わ
ず
心
優
し
く
茶
目
っ
気
が
あ
る
。

▲ファルザナ（左端） ハンフリーさんの助手。パ
ソコンで書類をつくったりコピーをとったりと忙し
そうにしていた。長身の美人である。（右端は藤田
看護婦）

”0• —. 
＇ 

►

（
左
か
ら
）

モ
ハ
ド
・
ア
ス
ラ
ム

P
L
S
の
庭
師
。

シ
ャ
ム
ー
ン

P
L
S
の
洗
濯
係
。

グ
ラ
ム
・
ジ
ャ
ン
雑
用
係
。
い
つ
も
無
口
で
黙
々
と
仕
事

を
す
る
。

シ
ャ
ム
・
ウ
ル
・
ハ
グ

P
L
S
と
ス
タ
ッ
フ
ハ
ウ
ス
の
庭

師
。
ハ
ン
フ
リ
ー
さ
ん
の
気
遣
い
で

P
L
S
に
は
た
く
さ
ん

の
花
や
樹
が
植
わ
っ
て
お
り
、
彼
の
手
入
れ
の
お
か
げ
で
い

つ
も
綺
麗
な
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。

ア
ブ
ド
ウ
ル
・
ハ
ジ
病
院
の
雑
用
係
で
元
ア
フ
ガ
ン
難
民
。

▼ムルタザ
靴ワークショプの
らず、仮義足まで
族をイスラマバー

一「旧交を温
3月24日から 3

＇ ワールを訪れまし

看護大の岡崎さん、

ん、イスラマバー

泊まりしました。

の毎日でしたが、

先生や藤田さんの

た。今回はみなさ

スタッフを紹介し

▲アブドーラ
もとミッション病院の患者で、現在は PLS
のトレーニーの一員。最近結婚したばかり
で幸せな彼だが高血圧の持病がある。

◄ グラムハイダー
靴ワークショップのスタッフで元患者。治療
して良くなっていたが、最近症状が悪化して
手術を受けていた。

力
と
に
か

►

も
共
つ

▲フ
カン
ルタ



1997年7月2日 ペシャワール会報 No,52 (16) 

ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
ヘ
の
道

|

ア

フ

ガ

ン

難

民

と

と

も

に

中
村
哲
四
六
判
上
製
三
二
六
頁
本
体
二

0
0
0円

ひ
と
り
の
日
本
人
医
師
が
、
現
地
と
の
軋
礫
、
日
本
人
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
挫
折
、
自
ら
の
内
面
の
検
証
等
、
血
の
噴
き
出

す
苦
闘
を
通
し
て
、
ニ
ッ
ポ
ン
と
は
何
か
、
「
国
際
化
」
と

は
何
か
、
を
根
底
的
に
問
い
直
す
渾
身
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

石
風
社
闘
嘉
豆
嗅
望
酎
胴
恥
八

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
診
療
所
か
ら

中
村
哲

B
6
判
並
製
二

0
0頁
本

体

一

〇

六

八

円

棗
京
都
台
東
区
蔵
前
ニ
ー
六
ー
四

屯
話

0
―二

（
五
六
八
七
）

二
六
七

0

筑
摩
書
房

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
て
[
増

g

中

村

哲

四

六

判

上

製

二

六

0
頁

本

体

二

0
0
0円

福
岡
市
中
央
区
大
手
門
一
ー
八
ー
八

術
話

0
九
二
（
七
一
四
）
四
八
三
八

石
風
社

●
事
務
局
だ
よ
り

＊
ア
フ
ガ
ン
情
勢
が
流
動
的
で
緊
迫
し
て
い
ま
す
。
一
見
戦

国
や
蔀
末
の
合
戦
の
時
代
に
立
ち
会
っ
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
に

陥
り
そ
う
で
す
が
、
背
景
に
は
国
際
石
池
資
本
の
思
惑
や
周
辺

国
の
利
害
、
武
器
輸
出
国
の
暗
躍
と
極
め
て
現
代
的
で
生
臭
い

国
際
政
治
（
パ
ワ
ー
ゲ
ー
ム
）
の
影
が
張
り
付
い
て
い
ま
す
。

J
A
M
S
の
ス
タ
ッ
フ
に
は
、

タ
リ
バ
ー
ン
を
構
成
す
る

パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
族
も
パ
ン
ジ
シ
ェ
ー
ル
渓
谷
に
立
て
こ
も
っ

て
抗
戦
す
る
タ
ジ
ー
ク
族
も
い
ま
す
。
ア
フ
ガ
ン
人
と
パ
キ

ス
タ
ン
人
の
民
族
感
情
も
良
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

J
A
N

S
と
P
L
S
を
と
り
ま
く
諸
条
件
は
私
た
ち
の
力
や
意
志
を

は
る
か
に
超
え
て
動
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
、

愚
直
に
希
望
を
棄
て
ず
、
政
治
に
翻
弄
さ
れ
つ
づ
け
る
人
々

の
た
め
の
医
療
に
専
念
す
べ
き
だ
と
思
え
ま
す
。

＊
新
病
院
建
設
は
、
紆
余
曲
折
が
あ
り
な
が
ら
二
千
坪
の

土
地
を
取
得
し
工
事
は
着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。
現
地
で

は
、
日
本
的
尺
度
で
は
と
て
も
計
れ
な
い
こ
と
が
度
々
起
こ

り
ま
す
。
時
に
は
苦
笑
し
つ
つ
尺
度
の
方
を
修
正
し
た
り
、

ハ
ン
ド
ル
の
「
あ
そ
び
」
を
日
本
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
よ
り
は

ゆ
る
め
に
す
る
こ
と
も
必
要
の
よ
う
で
す
。

開
院
式
は
来
年
四
月
十
日
を
厳
守
す
る
と
の
こ
と
で
す

（
イ
ン
シ
ャ
ラ
ー
！）
。
来
年
の
開
院
式
に
際
し
て
は
、
開

院
式
参
加
を
含
む
小
さ
な
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
現
地
報
告
会
を
ご
計
画
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

l
ー

1

9

1

9

1

9

9

,

ー
●
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
ハ
ン
セ
ン
病
院
建
設
基
金

＿

―

郵
便
振
替

0

一
七
三
0
—
九
ー
三
二
四
ニ
―

­

r
 ◎

村

か

ら

月

＊
中
村
先
生
は
五
月
二
十
五
日
、
関
西
福
中
•
福
高
同
窓

会
に
講
演
者
と
し
て
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
は
中
村

先
生
と
同
窓
で
関
西
在
住
の
方
々
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
て

い
る
会
で
す
。
当
日
参
加
の
百
三
十
名
余
り
の
方
々
は
大

変
熱
心
に
先
生
の
お
話
に
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
後
の
親
睦
会
で
は
口
々
に
「
涙
が
出
ろ
う
ご
と
あ
り

ま
し
た
」
「
お
お
ご
と
で
し
ょ
う
が
頑
張
っ
て
下
さ
い
」
「
中

村
さ
ん
は
同
窓
生
の
誇
り
や
ね
」
と
感
動
の
言
葉
と
支
援

を
送
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
も
う
何
十
年
も
関
西
方
面
で

暮
ら
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
多
く
、
さ
す
が
に
関
西
訛

り
の
博
多
弁
で
し
た
が
樽
多
っ
子
の
心
意
気
と
心
情
に
変

わ
り
は
な
く
、
随
貝
の

一
人
と
し
て
胸
を
熱
く
し
た

一
日

で
し
た
。
関
西
福
中
・
福
高
同
窓
会
の
皆
様
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

(N)

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境

州
な
ら
び
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療
活
動
を

支
援
し
、
必
要
な
情
宜
・
募
金
活
動
と
と
も
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
思
想

・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、
「
支
え

あ
い
」
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運
営
す
る
。

妥
云
員
は

一
口
年
額
三
、

0
0
0円
以
上
、
学
生
会

員
一
ロ

一
、

0
0
0円
以
上
、
特
別
会
員

一
ロ

一

0
、

0
0
0円
以
上
の
年
会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
貝
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創
意
エ

夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を
行
う
。

⑥
本
会
は
会
誌
の
発
行
を
、
会
員
は
会
の
拡
大
に
努

め
る
。

⑦
本
会
は
総
会
に
於
て
若
干
名
の
運
営
委
員
を
選
任

し
会
の
運
営
を
行
う
。

役
員
の
改
選
は
毎
年
総
会
に
て
行
う
。

⑧
毎
年

一
匝
総
会
を
開
き
、
会
計
報
告
お
よ
び
会
の

運
営
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を

F
A
R
A
H
O
U
S
E

（
〒
八
一

0
福
岡
市
中
央
区
大
名
一
丁
目
一

0
,

二
五

上

村

第

ニ

ビ

ル

三

0
七

号

6
七
三

一
ー
二

三
七
二
）
内
に
お
く
。

会
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